














要約

現在日本に在住している登録外国人数は 132 万人にのぼり、総人口の 1%を越している。

このような「国際化」時代の障害児の保健医療福祉のあり方を考えていくために、障害児

施設や基幹病院小児科における外国人の障害児の通院状況、NICU などにおける外国人の

新生児医療状況を調査し、ほぼ 3 分の 2 の新生児施設、3 分の 1 以上の障害児施設では、

在日外国人を親にもつ子どもの診療を経験していることが分かった。また、外国人患者数

の多い病院施設ほど、言葉の問題だけでなく、文化習慣や金銭面でのトラブルも経験して

いることが明らかになった。

しかし、同時に、在日外国人の診療の手助けになるパンフレットやフォーム類の整備は非

常に遅れていることが明らかとなったため、本年度はに CU や障害児施設に入院あるいは

通園している在日外国人のための母子保健に関する情報集の作成を行った。わが国でも初

めての試みであるため、初年度は英語のパンフレットの原案を作成した。


